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介
護
の
人
手
不
足
解
消
と
高
齢
者
の
働
く
場
を
同
時
に
実
現

現
役
世
代
の
未
来
を
奪
う
こ
と
の
な
い
社
会
に

社
会
起
業
家

シリーズ

新
に
い
か
わ
川
政
信
氏 

に
聴
く

　

２
０
２
５
年
に
は
介
護
業
界
で
１
０
０
万
人

の
人
手
不
足
が
起
き
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

国
や
自
治
体
は
、
介
護
は
自
宅
で
家
族
が
す
る

こ
と
を
促
し
て
い
る
。
は
た
し
て
そ
れ
で
い
い

の
だ
ろ
う
か
。

高
齢
者
こ
そ
社
会
の
力

　

社
会
起
業
大
学
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
グ

ラ
ン
プ
リ
２
０
１
１
夏
」
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

者
・
新に

い

川か
わ

政
信
氏
は
訴
え
る
。

　
「
そ
れ
で
は
現
役
世
代
の
人
の
未
来
を
奪
う

こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
、
親
は
子
供
に
負
担

を
か
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

84
％
の
高
齢
者
は
元
気
で
時
間
も
あ
り
ま
す
。

年
金
受
給
年
齢
引
き
上
げ
な
ど
で
第
２
の
働
く

場
が
必
要
と
さ
れ
て
来
ま
す
。
フ
ル
タ
イ
ム
で

働
く
の
は
し
ん
ど
い
人
で
も
、
１
日
６
時
間
で

週
３
日
く
ら
い
な
ら
、
社
会
の
た
め
に
役
立
つ

仕
事
を
し
た
い
と
答
え
る
高
齢
者
は
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
彼
ら
は
社
会
の
力
な
ん
で
す
」

　

社
会
起
業
大
学
で「
か
い
援
隊
百
万
人
構
想
」

に
取
り
組
む
き
っ
か
け
は
、
同
大
学
の
名
誉
学

長
で
も
あ
る
田
坂
広
志
氏
に
以
前
か
ら
共
感
を

覚
え
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。「
息
子
か
ら
た
ま

た
ま
田
坂
先
生
の
講
演
に
誘
わ
れ
、
そ
こ
で
社

会
起
業
大
学
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
締
切
間

際
で
し
た
が
、
迷
わ
ず
入
学
を
決
め
ま
し
た
」

　

プ
レ
ゼ
ン
に
必
須
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
も
使

え
な
か
っ
た
が
、
息
子
さ
ん
や
社
会
起
業
大
学

の
若
い
仲
間
が
協
力
し
て
く
れ
た
。
グ
ラ
ン
プ

リ
で
強
い
決
意
を
訴
え
、
共
感
を
得
た
迫
力
あ

る
プ
レ
ゼ
ン
は
そ
う
や
っ
て
生
ま
れ
た
。

　

高
齢
者
を
活
用
す
る
事
業
モ
デ
ル
は
、
ガ
ス

器
具
や
住
宅
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す
る「
高
齢
社
」

を
立
ち
上
げ
た
上
田
研
二
氏
の
話
を
、
た
ま
た

ま
ラ
ジ
オ
で
聴
き
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
。

　
「
か
い
援
隊
百
万
人
構
想
」
も
形
と
し
て
は

高
齢
者
人
材
派
遣
業
。
２
人
１
組
で
介
護
施
設

や
在
宅
介
護
者
の
家
に
派
遣
さ
れ
、
介
護
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
の
有
資
格
者
の
指
示
の
も
と
支
援
に

あ
た
る
。
日
本
全
体
で
、
１
０
０
万
人
の
隊
員

を
提
供
す
る
の
が
目
標
だ
。
派
遣
費
用
は
、
通

常
の
派
遣
の
半
額
程
度
で
提
供
が
可
能
だ
。
隊

員
に
は
も
ち
ろ
ん
法
定
最
低
賃
金
以
上
の
時
給

は
支
払
う
が
、
す
で
に
年
金
受
給
資
格
の
あ
る

彼
ら
の
場
合
、
会
社
が
上
乗
せ
す
る
経
費
を
低

減
で
き
る
か
ら
だ
。

生
保
で
働
い
た
経
験
が
生
き
る

　
「
か
い
援
隊
」
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
な
く
株
式

会
社
と
し
て
事
業
展
開
を
す
る
予
定
だ
。「
本

当
に
社
会
の
役
に
立
つ
事
業
な
ら
収
益
も
上
が

る
は
ず
だ
し
、
税
金
も
た
く
さ
ん
払
っ
て
社
会

貢
献
し
た
い
」
と
新
川
氏
。
こ
の
辺
り
も
田
坂

氏
の
考
え
方
に
近
い
。

　

田
坂
氏
は
グ
ラ
ン
プ
リ
発
表
後
の
コ
メ
ン
ト

で
「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
60
歳
か
ら
」
と
訴
え
た

が
、
約
40
年
間
生
命
保
険
会
社
で
培
っ
た
新
川

氏
の
ス
キ
ル
や
知
恵
は
、
存
分
に
活
か
さ
れ
る

は
ず
だ
。
生
保
と
い
え
ば
営
業
職
員
の
確
保
が

重
要
な
業
種
。
隊
員
の
募
集
や
教
育
、
全
国
に

展
開
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど

に
、
経
験
が
大
き
な
力
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

絶
対
実
現
で
き
る
と
の
自
信
は
、
志
と
決
意

か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
無
鉄
砲
に
突
っ
走
る
若

い
と
き
で
は
な
く
、
今
で
き
る
こ
と
を
冷
静
に

判
断
で
き
る
60
歳
だ
か
ら
こ
そ
の
、
確
信
な
の

だ
と
も
言
う
。

「
高
・
介 

併
進
策
　
か
い
援
隊
百
万
人
構
想
」

定年が近づき、その後どうしようとふと思った
時に、介護業界100万人不足の記事、ラジオ
で聴いた「高齢社」、田坂氏の話と社会起業
大学、いろんな出会いがシンクロして「かい
援隊百万人構想」が生まれた。グランプリ獲
得後の世の中の反応は、本人の想像以上だっ
た。モデル事業の立ち上げや隊員派遣態勢の
早期確立を望む声が聞こえている。

■お問合せ・ご相談など
電話：080-5230-9574
E-mail：m5230n@gmail.com
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